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❶草津沼田有料道路
無料化を実現しました！！

❹ 歩 道 の 新 設
美鈴が丘中学校前～高井交
差点（女子高生死亡事故発
生で歩車分離しました）

❼公民館駐車場の増設
消防用地の転用で美鈴が
丘公民館の駐車場を増設し　
階段を設置しました

❷道路改良工事
狭い道路を拡幅しました（アウ
トレット前、草津沼田道路交差
点～山田町）

❺地域包括支援センター
介護、医療、保健、福祉などの
〔総合相談窓口〕を設置しま
した

❸バス停の拡張
夕方の渋滞解消のため、職業
訓練校前の美鈴が丘方面行
きバス停を拡張しました

❻りんりんタクシー
高齢者等の皆さんに

生活移動手段を確保しました

な地域整備等の

美鈴が丘の
実績主ための

美鈴が丘小学校の
体育館トイレの洋式化

美鈴が丘交番〜
美鈴が丘西 2丁目交差点

美鈴が丘西 4丁目
その他多数

トンネル〜田方 2丁目の
バス道路沿い

道路舗装などその他多数

雑木伐採

バス通り道路舗装 カーブミラー設置

トイレの洋式化
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もたにたつのりの約束

西広島
バイパス高架延伸事業

小中一貫校

奨学金制度

　小中一貫校は、施設一体型、併設型、連携型 があり、小学校と中学校の義務教育期間を連続
した一つの期間として捉え、９年間を通して一貫した教育、カリキュラムを行うものです。
公立、私立を問わず設置でき、公立学校の場合は義務教育学校と呼ばれています。
学校教育法の改正により、現行の６・３制から４・３・２制や５・４制などの自由な区割りができ
るようになりました。
　小中一貫校は、2016年時点で全国に301校が設置されており、2018年度には国公立学校で52校
が新設されました。
文部科学省によると、小中一貫教育・小中連携の取り組みを進めているほぼすべての市町村で
成果があったと報告しています。
　具体例としては、
　　・中学生の不登校の減少
　　・学力調査など平均正答率の上昇
　　・児童生徒の規範意識が向上
　　・異年齢集団での活動による自覚と立場の高まり
　　・教職員の指導方法の改善意欲が高まり、児童生徒の理解度が向上
　などがあり、「中１ギャップ」を解消できるメリットもある反面、９年間同じ環境に身を置く
ことで人間関係が崩れてしまう場合もあるというデメリットが存在しています。
　あらゆる角度から慎重に議論し、こども達にとってもメリットが多く有益な形態の学校を佐伯区
に設立できるよう、保護者、地域の皆さん、教育委員会などと議論を深めて参ります。

　奨学金と言えば、「貸付型」が一般的に良く知られており、後に返済を伴う制度です。
中には利息が付くものもあります。
全国では、日本学生支援機構（JASSO）、自治体、大学、民間団体などが制度を運営しています。
　しかし、日本学生支援機構や自治体などでは給付型奨学金（返済不要）が新たに開始されるなど
経済的理由で進学を諦めることがないよう援助する方向へシフトしています。
一定の所得要件や学習要件を満たした場合には、学習意欲旺盛な人や将来の優秀な人材を育てるという
意味においても必要な制度だと思います。広島市では現在わずかに一般財団法人広島市教育振興会に
頼る状況にあり、今後は積極的に独自の制度設計に関わる必要があり、平和都市に相応しい人材の
育成に取り組みます。

もたにたつのりの約束

　庚午出口、旭橋西詰め、舟入本町交差点等は広島県内において屈指の渋滞地域となっており、
私たち広島市西部地域の市民にとっては通勤、通学等長年にわたって悩まされ続けています。
　一方でこの渋滞問題は都心の活性化を妨げるだけでなく都市の魅力を低下させる一因ともなっ
ており、最優先の行政課題と考えます。
　また、それに伴い沿道環境の悪化も大きな問題であり、200万人都市圏構想を目指す広島市に
とっては、物流の効率化、緊急車両等の通行等にも大きな支障となっており、圏域内の経済的
損失に留まらず市民益の逸失を招いていることにも視点を注ぐ必要があると思います。
最近では地元経済界や沿線住民による各種団体など官民一体となった高架延伸事業の全線開通を
望む機運が盛り上がってきています。
　本年９月、紙屋町・八丁堀地区が国の都市再生緊急整備地域に指定されたことも広島市発展に
リンクさせ、相乗効果をアップさせる必要があります。
こうした機会を逃すことなく平成14年度からストップしている早期の全線開通に全力で取り組み
ます。
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